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３ 専 修 学 校 

 

(1) 概  要 

専修学校は、昭和51年の制度発足以来、社会の多様な要請に応え、実践的な職業教育・専門技術教育を

行う機関として着実に発展してきている。 

また、近年、地域に密着した生涯学習の場としてその重要性も高まっている。 

なお、専修学校制度の概要は、下図のとおりである。 
 
 

 〔専修学校〕 

   ・修業年限１年以上 

  ・年間授業時間８００単位時間以上 

   ・常時４０人以上の在学生 

 

   大  学 

  短期大学 

(注1) 

      編入学 

(注2) 

                             専門課程(専門学校) 

   ・入学資格：高校・高等専修学校(３年制)卒以上 

 

   高等学校   

  高等課程(高等専修学校) 

   ・入学資格：中学卒以上 

 

  

 

   中 学 校    一般課程 

   ・入学資格：限定なし 

 

  
 
 注1：修業年限２年以上、課程の修了に必要な総授 

   業時数が1,700単位時間以上の専門学校卒業生

(大学入学資格を有する者に限る)に限る。 

 注2：文部科学大臣の指定を受けた修業年限３年以上

の高等専修学校卒業生に限る。 

 

 〔各種学校〕 

   ・修業年限１年以上(簡易なものは３ヶ月以上) 

   ・年間授業時間６８０時間以上 

  ・入学資格：限定なし 

 

 
 

 

 

(2) 学 校 数 

県内には専修学校は52校あるが、そのうち約92.3％の48校が私立である(表－39)。所在地別学校数及び

分野別の学校延数は表－40のとおりである。 

所在地別にみると、熊本市に全体の約70.8％の34校が集中している。 

     

  

 表－39 私立専修学校学校数          (単位：校) 
 

私 立 国 立 公 立 計 

48 0 4 52 

   注：私立には分校1校含む   （令和5年(2023年)5月1日現在）  

出典：「令和5年度(2023年度) 学校基本調査」 

（文部科学省） 
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表－40 所在地別・分野別私立専修学校（延）数                      (単位：校) 

 

注：学校数には分校を含む。                         （令和5年(2023年)5月1日現在） 

                         出典：「令和5年度(2023年度) 私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

分野別の学校数をみると、1校で多数の分野を持つ学校もあり、総延数は66校となっている。 

  このうち、看護師・歯科衛生士・理学療法士等の養成を目的とする医療関係が16校(24.2％)と最も多く、

次いで音楽・外国語・大学受験等の文化教養関係が14校(21.2％)となっている。 

 

年度別私立専修学校数の推移は表－41のとおりである。専修学校は昭和51年の学校教育法の改正によっ

て新たに制度化されたものであり、現在の48校のうち24校（50.0％）は各種学校から移行したものである。 

 

表－41 年次別私立専修学校数                          (単位：校) 

 

注：（ ）内は、分校数（内数）。       （各年度5月1日現在） 

出典：「私立学校許認可関係資料」（私学振興課） 

 

 専修学校は、大学、高等学校、中学校などと異なり、設置者を学校法人に限定していないので、設置者の形

態は様々である。 

 令和5年度（2023年度）の学校数を設置者別にみると、私立学校法に基づく学校法人又は準学校法人（専修学

校又は各種学校の設置のみを目的とする法人をいう。）によるものが34校(70.8％)、一般社団法人によるもの

が7校(14.6％)、その他の法人によるものが5校（10.4％）、個人立が2校（4.2％）となっている。このうちそ

の他の法人は、医療法人（1校）及び特殊法人（2校）及び独立行政法人（2校）である。（表－42） 

 

 

 

 

熊
本
市

八
代
市

人
吉
市

荒
尾
市

玉
名
市

天
草
市

山
鹿
市

菊
池
市

合
志
市

宇
城
市

阿
蘇
郡

計

34 4 1 1 1 1 1 1 0 3 1 48

工業関係 9 1 10

農業関係 0

医療関係 9 2 1 1 1 2 16

衛生関係 5 1 6

教育社会福祉関係 5 1 6

商業実務関係 7 1 1 1 1 11

服飾家政関係 2 1 3

文化教養関係 12 1 1 14

計 49 5 2 1 1 1 1 1 0 3 2 66

区分

学校数

分
野
別
学
校
延
数

平成 令和

26 27 28 29 30 元 2 3 4 5

48 48 50 50 50 49 47 48 48 48

(1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1)

新設校数 4 1

廃止校数 2 1 2

年度

学校数

参
考
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表－42 設置者別課程の設置状況                                     (単位：校) 

 

注：（ ）内は、分校数（内数）。                    （令和5年(2023年)5月1日現在） 

出典：「令和5年度（2023年度） 私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

(3) 課程・学科 

専修学校は、その入学資格によって、次の3つの課程に分けられている。①高等学校卒業者又はこれに準

ずる学力があると認められた者等を対象とする「専門課程」（この課程を置く専修学校は「専門学校」と

称することができる。）、②中学校卒業者又はこれに準ずる学力があると認められた者等を対象とする「高

等課程」（この課程を置く専修学校は「高等専修学校」と称することができる。）、③特に入学資格が定

められていない「一般課程」である。 

 

課程の設置状況は表－42のとおりであるが、48校のうち42校（87.5％）が専門課程を設置しており、高等

課程は13校（27.1％）、一般課程は6校（12.5％）となっている（複数の過程を有する専修学校もあるため合

計は100％にならない。）。 

次に、学科設置状況については表－43のとおりである。令和5年(2023年)5月1日現在、私立専修学校には

全部で148学科が設置されている。 

 

表－43 設置者別・分野別・課程別学科数                            (単位：学科) 

 

                    （令和5年(2023年)5月1日現在） 

 出典：「令和5年度(2023年度)私立学校実態調査」（私学振興課） 

学校法人立 8 1 1 10

準学校法人立 16 (1) 4 3 1 24

一般社団法人立 1 2 4 7

その他法人立 4 1 5

個　人　立 1 1 2

計 30 7 4 1 5 1 48

一般課程
のみ

計区分
専門課程
のみ

専門課程
＋

高等課程

専門課程
＋

一般課程

専門課程
＋

高等課程
＋

一般課程

高等課程
のみ

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

専
門

高
等

一
般

学校法人立 7 1 2 13 9 14 1 44 3 0 47

準学校法人立 13 2 14 2 1 2 2 10 2 1 3 20 3 64 5 6 75

財団法人立 0 0 0 0

社団法人立 4 6 4 6 0 10

その他の法人立 7 1 1 8 0 1 9

個人立 1 4 2 3 0 4 7

小　計 20 2 0 0 0 0 26 6 0 3 3 3 15 0 0 20 2 5 5 0 0 34 1 3 123 14 11 148

合　計 148

区　分

学　　　　　　科　　　　　　数

工業関係 農業関係 医療関係 衛生関係
教育・社会
福祉関係

商業関係
服飾・家政

関係
文化・教養

関係

148

計 総
　
数

22 0 32 9 15 27 5 38
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学科を昼夜別に見ると、148学科のうち141学科（95.3％）が昼間学科で、夜間は7学科（4.7％）となっ

ている。夜間に行われている学科は医療系2学科、商業系3学科、教育・社会福祉系1学科、服飾系1学科と

なっている。 

また、各学科の修業年限は、2年間未満が34学科（23.0％）、2年間が73学科（49.3％）、3年間が27学科

（18.2％）、4年間が14学科（9.5％）となっている。 

これらの学科の設置状況の推移をみると、専修学校制度が創設された昭和51年は、専門課程の学科が40

学科、高等課程が20学科、一般課程が5学科であったのに対し、令和5年度(2023年度)では専門課程の学科

は約3倍の123学科、一般課程の学科も約2倍の11学科になっている。しかし、高等課程については14学科と

減少している。 

また、最近3か年の動きを分野（学科）別にみると表－44のとおりである。 
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表－44 分野別学科数の推移                    （単位：学科） 

 

                            （各年度5月1日現在） 

                   出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

   

測量 1 1 1 1 1 1
土木・建築 6 6 6 6 4 4
電気・電子 1 1 1 1 1 1
自動車整備 3 3 3 3 3 3
機械 1 1 1 1 1 1
情報処理 9 2 11 9 2 11 9 2 11
その他 1 1 1 1

計 21 2 0 23 22 2 0 24 20 2 0 22
農業等 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
看護 8 6 14 8 6 14 8 6 14
准看護 0 0 0
歯科衛生 2 2 2 2 2 2
歯科技工 1 1 1 1 1 1
理学・作業療法 11 11 10 10 10 10
臨床工学 1 1 1 1 1 1
義肢装具 1 1 1 1 1 1
救急救命 1 1 1 1 1 1
その他 2 2 2 2 2 2

計 27 6 0 33 26 6 0 32 26 6 0 32
調理 2 1 3 2 1 3 1 1 2
理容 1 1 1 1 1 1
美容 3 1 1 5 3 1 1 5 3 1 1 5
製菓･製パン 1 1 1 1 1 1

計 3 4 3 10 3 4 3 10 3 3 3 9
教員・保育士養成 10 10 10 10 10 10
介護福祉 4 4 4 4 4 4
社会福祉 1 1 1 1 1 1

計 15 0 0 15 15 0 0 15 15 0 0 15
商業 2 1 3 2 1 3 2 1 3
経理・簿記 7 2 9 7 2 9 7 2 9
秘書・受付 1 1 2 1 1 2 1 1 2
経営 0 0 0
旅行（観光・ホテル） 1 1 1 1 1 1
情報・ビジネス 2 1 3 2 1 3 2 1 3
医療事務 7 1 8 7 1 8 7 1 8

計 20 2 4 26 20 2 4 26 20 2 4 26
和洋裁 3 3 3 3 3 3
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ 2 2 2 2 2 2

計 5 0 0 5 5 0 0 5 5 0 0 5
デザイン 2 2 2 2 2 2
外国語 3 3 3 3 3 3
受験・補習 3 3 3 3 3 3
法律行政 7 7 7 7 7 7
日本語 12 12 13 13 13 13
その他 9 1 1 11 9 1 1 11 9 1 1 11

計 33 1 4 38 34 1 4 39 34 1 4 39

124 15 11 150 125 15 11 151 123 14 11 148

区　　　分

令和3年度

専門
課程

高等
課程

一般
課程

計

文
化
教
養

合　　　計

工

業

農
業

医
　
　
療

服

飾

家

政

衛

生

教
育
福
祉

商
業
実
務

令和5年度

専門
課程

高等
課程

一般
課程

計

令和4年度

専門
課程

高等
課程

一般
課程

計
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(4) 生 徒 数 

令和5年度(2023年度)における県内私立専修学校の在籍生徒数は7,424人で、前年度より57人（0.8％）の

減となっている。県内専修学校在籍生徒総数7,880人の94.2％である（表－45）。 

 

表－45 専修学校在籍者数                             （単位：人、％） 

 

 

（各年度5月1日現在） 

出典：「学校基本調査」（文部科学省） 

 

 

表－46 私立専修学校生徒数伸び率の推移（平成8年度＝100） 

 

出典：「学校基本調査」（文部科学省） 

 

私立専修学校の生徒数を分野・学科別にみると、令和5年度（2023年度）は、表－47のとおり看護・准看

護関係学科（1,590人）がある医療関係分野が最も多く、全体の43.7％の3,241人が在籍している。 

 

 

 

 

 

 

( 93.8 ) ( 6.2 ) ( 100.0 ) ( 96.3 ) ( 3.7 ) ( 100.0 )

( 94.0 ) ( 6.0 ) ( 100.0 ) ( 96.4 ) ( 3.6 ) ( 100.0 )

( 93.9 ) ( 6.1 ) ( 100.0 ) ( 96.5 ) ( 3.5 ) ( 100.0 )

( 94.0 ) ( 6.0 ) ( 100.0 ) ( 96.4 ) ( 3.6 ) ( 100.0 )

( 94.2 ) ( 5.8 ) ( 100.0 ) ( 96.4 ) ( 3.6 ) ( 100.0 )

24,039 661,174
2

7,460 478 7,938 637,135

24,678 659,693
令和元年度

7,535 497 8,032 635,015

全　　国

私　立 国公立 計 私　立 国公立 計
年　度

熊　本　県

7,434 480 7,914 638,882 23,253 662,135
3

22,778 635,624
4

7,481 478 7,959 612,846

5
7,424 456 7,880 585,864 22,087 607,951

100.0 

98.3 

97.7 
97.4 97.9 

95.3 94.5 95.1 100.8 

100.1 100.1 

94.6 

90.7 86.5 87.3 

90.5 90.0
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87.8
83.8
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83.3
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78.0
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94.4 
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96.7 
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101.2 96.8 
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表－47 学科別生徒数                                （単位：人） 

 

                                        （各年度5月1日現在）

                                出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

 

 

 

 

 

専門 高等 一般 計 専門 高等 一般 専門 高等 一般

課程 課程 課程 課程 課程 課程 課程 課程 課程

測量 21 21 27 27 23 23
土木・建築 205 205 218 218 216 216
電気・電子 31 31 35 35 36 36
自動車整備 286 286 264 264 216 216
機械 26 26 12 12 10 10
情報処理 342 106 448 336 98 434 332 95 427
その他 7 7 14 14

計 911 106 0 1,017 899 98 0 997 847 95 0 942
農 農業等 0 0 0
業 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

看護 1,350 1,350 1,346 1,346 1,268 1,268
准看護 393 393 395 395 322 322
歯科衛生 246 246 256 256 263 263

医 歯科技工 31 31 25 25 22 22
理学・作業療法 1,051 1,051 1,039 1,039 1,018 1,018
臨床工学 133 133 118 118 97 97

療 義肢装具 41 41 52 52 56 56
救急救命 89 89 90 90 95 95
その他 103 103 108 108 100 100

計 3,044 393 0 3,437 3,034 395 0 3,429 2,919 322 0 3,241
調理 42 20 62 38 17 55 42 26 68

衛 理容 4 4 6 6 15 15
美容 433 4 6 443 519 3 11 533 561 2 10 573

生 製菓･製パン 27 27 32 32 41 41
計 433 73 30 536 519 73 34 626 561 85 51 697

教員・保育士養成 305 305 302 302 309 309
介護福祉 91 91 84 84 54 54
社会福祉 35 35 30 30 25 25

計 431 0 0 431 416 0 0 416 388 0 0 388
商業 51 51 20 20 14 14

商 経理・簿記 193 23 216 205 22 227 177 24 201
業 秘書・受付 21 2 23 25 2 27 36 2 38
実 旅行 22 22 32 32 26 26
務 情報 0 10 10 36 36

医療事務 186 5 191 182 5 187 172 5 177
計 473 0 30 503 474 0 29 503 461 0 31 492

和洋裁 44 44 36 36 36 36
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ 25 25 18 18 15 15

計 69 0 0 69 54 0 0 54 51 0 0 51
デザイン 165 165 182 182 183 183
外国語 104 2 106 66 2 68 50 2 52

文 受験・補習 626 626 595 595 572 572
教 法律行政 325 325 288 288 274 274
養 日本語 55 55 139 139 326 326

その他 164 164 184 184 206 206
計 813 0 628 1,441 859 0 597 1,456 1,039 0 574 1,613

6,174 572 688 7,434 6,255 566 660 7,481 6,266 502 656 7,424

区　　　分

合　　　計

教
育
福
祉

工

業

服

飾

家

政

令和5年度

計

令和4年度

計

令和3年度
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私立専修学校の生徒数を男女別にみると表－48のとおりである。 

 

表－48 男女別生徒数                      （単位：人、％） 

 

（各年度5月1日現在） 

出典：「学校基本調査」（文部科学省） 

  

(5) 教 職 員 数 

令和5年度(2023年度)における私立専修学校の本務教職員数は741人で、その内訳は教員が517人、職員が

224人となっている。（表－49） 

なお、本務教員１人当たりの生徒数は14.4人となっている。 

 

表－49 本務教職員数                         （単位：人） 

 

（各年度5月1日現在） 

出典：「学校基本調査」（文部科学省） 

 

(6) 学 校 納 付 金 

    私立専修学校専門課程の分野別学校納付金の平均額は表－50のとおりである。 

 

表－50 専門課程授業料等の平均値（令和5年度(2023年度)）（単位：円） 

 

  出典：「令和5年度(2023年度) 私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

区分

分野

工　業 54,020 127,647 15,000

農　業 ‐ ‐ ‐

医　療 46,812 264,583 18,142

衛　生 48,333 80,000 20,000

教育社会福祉 41,383 144,000 17,500

商業実務 48,365 125,385 17,308

服飾家政 38,125 125,000 10,000

文化教養 51,736 96,000 19,333

授業料（月額） 入学金 受験料

区分

年度 実  数 比　率 実  数 比　率 実  数 比　率

令和元年度 3,244 43.1 4,291 56.9 7,535 100.0

2 3,211 43.0 4,249 57.0 7,460 100.0

3 3,196 43.0 4,238 57.0 7,434 100.0

4 3,213 42.9 4,268 57.1 7,481 100.0

5 3,203 43.1 4,221 56.9 7,424 100.0

男　子 女　子 総　数

区分

年度
令和元年度 2 3 4 5

539 520 522 512 517

199 204 222 215 224

738 724 744 727 741

本務教員

本務職員

計
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(7) 専 門 士 

専修学校の専門課程における学習の成果を適切に評価し、その社会的評価の向上を図り、生涯学習の振

興に資するために、下記の要件を満たす課程の修了者に対し専門士の称号が付与されることになった。 

 

  専門士付与の要件 

①修業年限が２年以上であること。 

   ②課程の修了に必要な総授業時数が1,700単位時間(62単位)以上であること。 

   ③試験等により成績評価を行い、その評価に基づいて課程修了の認定を行っていること。 

 

制度が創設された平成6年度(1994年度)に、全国で2,085校4,554学科が認定された。 

令和5年(2023年)3月現在、県内では表－51、表－52のとおりで、私立については36校80学科が認定され

ている。 

 

  表－51 専門士認定校数 

私立 36 校 

国公立 4 校 

計 40 校 

 （令和5年(2023年)3月現在） 

出典：「文部科学省告示」 

 

表－52 専門士認定学科数                    

 

（令和5年（2023年）3月現在） 

出典：「文部科学省告示」 

  

 

(8）高度専門士 

専修学校の専門課程における教育内容の高度化及び修業年限の長期化を踏まえ、修了者の学習の成果を

適切に評価し、その社会的評価の向上を図るため、下記の要件を満たす高度な職業教育を行う専修学校の

専門課程の修了者に対し、これまでの「専門士」とは異なる「高度専門士」の称号が付与される。 

 

  高度専門士付与の要件 

①修業年限が４年以上であること。 

②課程の修了に必要な総授業時数が3,400単位時間(124単位)以上であること。 

③体系的に教育課程が編成されていること。 

④試験等により成績評価を行い、その評価に基づいて課程修了の認定を行っていること。 

 

制度が創設された平成17年度(2005年度)に、全国で119校192学科が認定された。県内では、令和5年(202

3年)3月現在、私立の専修学校8校13学科が認定されている。 

区分 工業 農業 医療 衛生 社会福祉 商業 服飾家政 文化教養 計

私立 19 16 3 12 12 4 14 80

国公立 3 2 1 6

計 19 3 18 3 12 13 4 14 86
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(9）職業実践専門課程 

専修学校の専門課程であって、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを目的として専攻

分野における実務に関する知識、技術及び技能について組織的な教育を行うものを、「職業実践専門課程」

として文部科学大臣が認定して奨励することにより、専修学校の専門課程における職業教育の水準の維持

向上を図ることを目的とするものである。 

 

  職業実践専門課程の要件 

① 当該専修学校専門課程の修了者が専門士又は高度専門士と称することができる専修学校専門課程と

  して文部科学大臣が認めた課程であること。 

② 専攻分野に関する企業、団体等との連携体制を確保して、授業科目の開設、その他の教育課程の編成

を行っていること。 

③ 企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習の授業を行っていること。 

④ 企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。 

⑤ 学校関係者評価を行い、その結果を公表していること。 

⑥ 学校関係者評価を行うに当たって、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させ 

ていること。 

⑦ 企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校

運営の状況に関する情報を提供していること。 

 

平成25年度(2013年度)から制度が創設され、令和4年度(2022年度)までに全国で1,093校3,165学科が認定

された。県内では、令和5年(2023年)3月現在、私立の専修学校17校50学科が認定されている。 
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４ 各 種 学 校 

(1) 概  要 

県内の私立各種学校には、生徒が在籍していない2校（休校中）を除く5校に1,574人が在籍している。 

（令和5年(2023年)5月1日現在） 

各種学校は、学校教育に類する教育を行う教育施設（専修学校及び他の法律に特別の規定があるものを

除く。）であり、その教育形態や規模は様々である。 

 

(2) 学 校 数 

令和5年(2023年)5月1日現在、認可されている県内の私立各種学校は7校ある。 

学校数が最も多かった昭和45年度の135校に比べると、5.2％に減少している。また、専修学校制度が創

設された直後の昭和52年度の83校と比較すると8.4％となっている。所在地別の私立各種学校数は表－53の

とおりである。 

 

表－53 分野別・所在地別各種学校数             （単位：校） 

 

注：( )内は、休校中の学校数（内数）   （令和5年(2023年)5月1日現在） 

    出典：「令和5年度（2023年度） 私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

表－54 設置者別学校数推移                （単位：校） 

 

注：( )内は、休校中の各種学校（内数）      （各年度5月1日現在） 

                        出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

医　　　療 准　看　護 1 1 ( 0 )

和　洋　裁 1 1 ( 1 )

料　　　理 1 ( 1 )

音　　　楽 1

受　　　験

自動車操縦 1

1

4 ( 1 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 1 ) 7 ( 2 )

合
　
計

区　　　分
熊
本
市

人
吉
市

山
鹿
市

天
草
市

)

3 ( 0 )

計

服飾・家政 3 ( 2

文化・教養

その他

区分

年度

3 6
(2) (2)
3 6

(2) (2)
3 6

(2) (2)
3 6

(2) (2)
3 7

(2) (2)

3 1 1 0 1

2 1 1 0 1

令和元年度 1 1 0 1

個人立 合計
学　校
法人立

準学校
法人立

財　団
法人立

社　団
法人立

4 1 1 0 1

5 1 1 0 2
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(3) 生徒数・教職員数等 

県内の私立各種学校の在籍生徒数は1,574人である。 

平成18年度(2006年度)に1校あった公立の各種学校が廃止となったため、県内の各種学校は私立のみとな

った。 

 

表－55 私立各種学校生徒数 

 

（各年度5月1日現在） 

出典：「学校基本調査」（文部科学省） 

 

分野別にみると、表－56のとおりで、文化教養分野の1,423人が全体の90.4％を占めている。 

 

表－56 分野別生徒数                                （単位：人） 

 

注：( )は自動車学校の生徒数（内数）                 （各年度5月1日現在） 

出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

また、男女別にみると表－57のとおり、女子が多い。このことは、音楽、家政及び准看護の分野に女子

が集中していることによる。 

 

表－57 生徒数男女別内訳（自動車学校の生徒数を除く） （単位：人、％） 

 

（各年度5月1日現在） 

出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

区　分

年　度 令和3年度 4 5 令和3年度 4 5 令和3年度 4 5

生徒数

（人） 1,377 1,431 1,574 - - - 1,377 1,431 1,574

割　合

（％） 100.0 100.0 100.0 - - - 100.0 100.0 100.0

私　　　立 公　　　立 県　全　体

区分

年度

( 899 ) ( 899 )

( 986 ) ( 986 )

( 1,251 ) ( 1,251 )

( 1,284 ) ( 1,284 )

( 1,340 ) ( 1,340 )

0
1,377

3 28 0 18
1,331

0
1,121

2 31 0 20
1,070

0
1,079

令和元年度 30 0 30
1,019

その他 合　計医　療 衛　生 服飾・家政 文化・教養

4 39 0 11
1,381

0
1,431

5 28 0 13
1,423

110
1,574

区分

年度 実数 比率 実数 比率 実数 比率

令和元年度 180 100.0 35 23.7 145 76.3

2 135 100.0 24 17.8 111 82.2

3 126 100.0 28 22.2 98 77.8

4 147 100.0 34 23.1 113 76.9

5 234 100.0 86 36.8 148 63.2

総数 男子 女子
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さらに設置者別にみると、一般社団法人立が138人（59.0％）と最も多く、次いで学校法人立が83人（35.

4％）、準学校法人立13人（5.6％）の順になっている。 

このように、各種学校は専修学校に比べ学校数や学科の種類も少なく、施設、設備面からみても比較的

小規模である。 

県内の私立各種学校の本務教職員数は表－58のとおりである。 

 

表－58 本務教職員の推移                          （単位：人） 

 

注：( )内は、自動車学校の教員数（内数）                     （各年度5月1日現在） 

                        出典：「私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

表－59 授業料等の例                     （単位：円） 

 

            出典：「令和5年度(2023年度) 私立学校実態調査」（私学振興課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 本務職員数

年度 医療 衛生 服飾・家政 文化・教養 その他 合計 計

令和元年度 4 0 0
57

(54)
0

61
(54)

41

2 4 0 0
56

(53)
0

60
(53)

42

3 4 0 0
56

(53)
0

60
(53)

43

4 4 0 0
65

(62)
0

69
(62)

46

5 4 0 0
63

(62)
20

87
(62)

60

本務教員数

分　野 学科内容

医　　　療 准看護 25,000 50,000 20,000

服飾・家政 洋　裁 38,000 10,000 5,000

文化・教養 音　楽 6,920 0 0

その他 ‐ 83,000 300,000 10,000

区　　　分 授業料等
(月額)

入学金等 受験料



- 40 - 

 

 

 


